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NMDA受容体を介した Ca2+流入は学習記憶の重要なステップである。特に NMDA受容

体の Mg2+ブロックによるシナプス後細胞の膜電位に応じた Ca2+流入の ON/OFFは、条件

付けなど連合学習においては、条件刺激と無条件刺激の連合のスイッチと長らく考えられ

てきた。我々は Mg2+ブロックを欠失した NMDA受容体発現ショウジョウバエを作成して 

この仮説を検証したところ、Mg2+ブロックに連合学習のスイッチとしての役割は無い 

こと、さらに通常 Mg2+ブロックにより抑制されている静止膜電位付近での Ca2+流入と、

脱分極状態での Ca2+流入が、長期記憶学習により CREB依存性に起こる長期記憶関連 

遺伝子の発現に対して相反的な機能を持つことを見出した。本セミナーでは我々が見出し

た Mg2+ブロックの分子生理学的機能を紹介すると共に、NMDA受容体を起点とした分子

シグナルがどのようにして特定の細胞集団に長期記憶情報をコードするのか？未発表のデ

ータも含めての作業仮説を紹介する。 
 
 

 
 
 

      ※ 本セミナーは、大学院生命融合科学教育部 「脳認知学特論」 および、 

医学薬学教育部 「遺伝子・タンパク質特論」 の一環です。 

       履修者は、レポートの提出が必要です。また、大学院の単位認定の対象となります。 
     
   主催： 医・生化学  井ノ口 馨 
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